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月刊反トマホーク通信改題
NAN（北大西洋ネットワーク）と PCDS（太平洋軍備撤廃運動）
の「双子のリーフレットjより。
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厖亭認試謬慕叶費須買
母邊Uへh→_:

l]ムパ‘‘Jク：海の戦争ゲーム ハプア・ニューキニア報炸

アメリカ西海岸の旅，／枡隕賀•佐ll保・ー［もから

［発行］トマホークの配仰を許すな！全国渾勁

●維持会員（月間会費）

団体 1口 2000円

個人 1口 1000円

●参加会員（月間会費）

団体 1口 1000円

個人 I口 500円

●通信会員

年間 1口

2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購誠料を含みます；



(3)月刊トマ喰い虫 198碑 6月18日第三種郵便物認可毎月 1回20日発行1990年4月20H発行第54号（通巻第55号）

細 h22
，，し•33""

“；ふ魯苓,,± 岱

悶和｀｀＾ 

必碍゜認シ
鱈芦m
曇恥山61J

£
 

痰

暮
.
.
.
 鸞．恣 、、横須賀での集会
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4/21~29 
（次号で詳報）

海の軍備撤廃
国際行動週間
世界12国で44行動

,
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I トマ喰い虫とは、神奈川i息横須

1賀市の久里浜中学の生徒か考え出

Iしたトマホークを食べてしまう生
き物てす。今、世界中で繁頑して

いる益虫なのだ~ ！ 

島
に
艦
砲
射
撃
！

ハ

ワ

イ

．
 

四
月
七
日
、
環
太
平
洋
合
同
軍
事
演
習
・
リ
ム
パ

ッ
ク
90
に
参
加
す
る
海
上
自
衛
隊
の
水
上
艦
艇
部
隊

が
横
須
賀
を
出
港
し
て
い
っ
た
。
護
衛
艦
「
は
る
な
j

な
ど
九
隻
。
潜
水
艦
一
隻
と
p
3
c
対
潜
哨
戒
機
も

前
後
し
て
出
発
し
た
。

リ
ム
パ
ッ
ク
は
米
海
軍
が
主
催
し
二
年
に
一
度
米

西
海
岸
か
ら
ハ
ワ
イ
に
か
け
て
の
海
域
で
行
わ
れ
る

軍
事
演
習
。
各
国
の
艦
隊
が
蔽
側
と
味
方
側
の
二
手

に
別
れ
て
、
実
戦
的
な
「
戦
争
ゲ
ー
ム
」
を
展
開
す

る
。
通
算
六
回
目
の
今
回
の
演
習
期
間
は
四
月
九
日

か
ら
六
月
一
日
ま
で
と
発
表
さ
れ
て
い
る
（
四
月
七

日
ー
朝
日
」
夕
刊
）
。

参
加
国
は
、
日
、
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
に
今
年
初
参
加
の
韓
国
が
加
わ
る
。
参
加
部
隊
の

規
模
は
艦
艇
五
十
五
隻
以
上
、
航
空
機
二
0

0
機、

人
員
は
五
万
人
で
あ
る
。
米
海
軍
か
ら
は
、
横
須
賀

母
港
化
予
定
の
空
母
「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
」
や

ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
戦
艦
「
ミ
ズ
ー
リ
」
も
参
加
す
る
。

．．
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
冷
戦
終
結
が
宣
言
さ
れ
、
世
界

が
軍
縮
と
緊
張
緩
和
へ
と
大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
今
、

リ
ム
パ
ッ
ク
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
ハ
ワ
イ

の
カ
ホ
オ
ラ
ウ
ェ
島
へ
の
爆
撃
と
砲
撃
が
行
わ
れ
て

き
た
，
か
っ
て
は
リ
ム
パ
ッ
ク
参
加
国
の
す
べ
て
が

こ
の
砲
爆
撃
演
習
に
参
加
し
て
い
た
が
、
抗
議
の
結

果
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
以
外
の
国
々
は
参
加
を
中
止
し

て
い
る
◇
し
か
し
、
今
年
初
参
加
の
韓
国
が
、
こ
の

砲
爆
撃
に
参
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

カ
ホ
オ
ラ
エ
島
は
、
一
九
四
一
年
に
米
国
に
接
収

さ
れ
標
的
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九

五
三
年
に
正
式
に
米
固
海
軍
の
施
政
下
に
置
か
れ
た
。

現
在
は
無
人
島
で
あ
る
が
、
五
四
四
の
考
古
学
的
な

遺
跡
が
点
在
し
、
千
年
に
お
よ
ぶ
ハ
ワ
イ
先
住
民
文

化
の
宝
直
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
島
は
ハ
ワ
イ
の
海
神

カ
ナ
ロ
ア
の
故
郷
で
も
あ
る
。
一
九
八
一
年
に
は
米

国
政
府
に
よ
っ
て
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
た
。

同
島
は
、
長
期
に
わ
た
る
砲
爆
撃
の
結
果
、
土
地

の
侵
蝕
、
野
生
生
物
の
死
、
重
要
遺
跡
の
破
壊
な
ど

深
刻
な
破
壊
を
受
け
て
き
た
。
土
地
へ
の
凌
辱
に
抗

議
す
る
ハ
ワ
イ
人
活
動
家
と
支
援
者
た
ち
が
、
占
拠

野
争
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
一
九
七
六
年
の
こ
と
で

リ
ム
゜
ヽ
ッ

7

ー

あ
る
。

こ
の
軍
事
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
っ
た
い

だ
れ
が
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
か
。
「
西
側
の
一
員
」
に

名
乗
り
を
あ
げ
る
た
め
に
初
め
て
二
隻
の
駆
逐
艦
を

派
遣
す
る
韓
国
の
人
々
だ
ろ
う
か
。
み
ず
か
ら
の
聖
4

地
を
爆
撃
で
破
壊
さ
れ
て
き
た
、
ハ
ワ
イ
先
住
民
の

人
々
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
戦
争
放
棄
の
悪
法
の

も
と
で
、
公
然
と
し
た
海
外
派
遣
を
行
う
ま
で
に

「
成
長
」
し
て
し
ま
っ
た
軍
隊
を
持
つ
日
本
の
私
た

ち
だ
ろ
う
か
。

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
で
行
わ
れ
る
リ
ム
パ
ッ

ク
。
こ
の
戦
争
ゲ
ー
ム
が
生
み
出
す
も
の
は
何
も
な

い
。
あ
る
の
は
破
壊
だ
け
だ
。
（
田
巻
一
彦
）

一
九
八
0
年
の
米
海
軍
と
の
合
意
書
に
よ
り
、
ハ

ワ
イ
文
化
の
保
全
の
た
め
に
活
動
す
る
地
域
グ
ル
ー

プ
「
プ
ロ
テ
ク
ト
・
カ
ホ
オ
ラ
ウ
ェ
・
オ
ハ
ナ
」
が
、

島
の
合
法
的
な
監
督
者
と
な
っ
た
◇
同
グ
ル
ー
プ
の

主
要
な
目
的
の
一
っ
は
、
カ
ホ
オ
ラ
ウ
ェ
島
の
軍
事

使
用
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
砲
爆
撃
中
止
の

要
求
は
ハ
ワ
イ
州
議
会
、
州
知
事
、
マ
ウ
イ
郡
長
お

よ
び
郡
議
会
、
ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
、
さ
ら
に
は
世
界

中
の
平
和
、
独
立
、
先
住
民
運
動
団
体
か
ら
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

「
土
地
は
生
き
て
い
る
、
我
々
の
体
の
一
部
で
あ

羞
そ
れ
が
砲
撃
に
よ
っ
て
物
理
的
に
傷
つ
け
ら
れ

る
と
き
、
我
々
は
痛
み
を
感
じ
る
」
（
ノ
ア
・
エ
メ

ッ
ト
・
ア
ル
リ
博
士
、
プ
ロ
テ
ク
ト
・
カ
ホ
オ
ラ
ウ

ェ
・
オ
ハ
ナ
）
。

●
プ
ロ
テ
ク
ト
・
カ
ホ
オ
ラ
ウ
ェ
・
オ
ハ
ナ
：
P
r

o
t
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緊張緩和と渾縮に逆らう

海の戦争ゲーム、現在進行中

工

横須賀を出港する自衛隊艦隊
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世
界
の
軍
縮
の
流
れ
に
真
っ
向
か
ら
逆
ら
っ
て
打

ち
出
さ
れ
た
空
母
イ
ン
デ
メ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
横
須
賀

母
港
化
計
画
。
町
ぐ
る
み
の
反
対
運
動
で
こ
の
計
画

を
ス
ト
ッ
プ
し
よ
う
！
と
、
一
非
核
市
民
宣
言
運
動

ョ
コ
ス
カ
」
は
、
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
を
発
行
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
テ
ン
ス
と
交
替
に
退
役
す
る
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
の
横
須
賀
母
港
十
七
年
に
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
光
を
当
て
、
そ
の
「
犯
罪
l

を
徹
底
的
に
暴

く
内
容
。
た
と
え
ば
、
艦
載
機
の
墜
落
の
恐
怖
、
N

L
P
（
夜
間
離
発
着
訓
練
）
の
被
害
、
核
疑
惑
、
海

洋
戦
略
の
危
険
性
、
そ
し
て
池
子
の
住
宅
問
題
…
。

空母インディペ
ンデンスの母港

町ぐるみの反対連動
めざし
ノ＜ンフ

●横須賀

「
当
時
『
た
か
が
空
母
一
隻
』
と
い
わ
れ
て
強
行

さ
れ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
母
港
が
そ
ん
な
に
生
易
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
私
た
ち
は
十
分
に

知
り
ま
し
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
も
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
で
も
、
空
母
の
母
港
そ
の
も
の
が
私
達
の
暮

ら
し
と
は
な
じ
ま
な
い
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
母
港
1
7

年
を
検
証
す
る
こ
と
で
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
」

（
｛
は
じ
め
に
｝
よ
り
）
。

A S版

市
民
に
語
り
か
け
る
平
易
な
文
体
。
し
か
も
内
容

は
も
ち
ろ
ん
万
人
向
け
，
こ
れ
を
よ
め
ば
母
港
が

「
た
か
が
空
母
一
隻
」
で
も
「
横
須
賀
の
こ
と
」
で

も
あ
り
え
な
い
こ
と
が
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ

一
読
を
1
.

＿
非
核
市
民
宣
言
運
動
・
ヨ
コ
ス
カ
」
で
は
、
パ

ン
フ
第
二
弾
「
空
母
の
母
港

•
1
0
0
人
に
間
き
ま

し
た
一
（
仮
題
）
も
準
備
中
て
あ
る
。
（
た
）

32ページ

レ ツ ト発行

!~ : : 
’’・ 9 ．ヽ 9,,,,,, 
.., 
) j I : 
,, !合］
II'1 

i'I l-,:,9 
百i,‘’
-;- i•J 
’,  } k . ---
ご'!J 
, 9 : 

＇ 
」, 9 

[ I:i]し、合わせJ非核Ili民宜り砂）Jーヨ：1スカ
木町3-1 4 山木ビル2ド

2S0468(25)0157 

横須賀11i

毎月 1阿20日発行1990年4月20日発行第54号（通巻第55号） 198昨 6月18日第三種郵1咀媚か1 月刊トマ喰い虫(4)

「
核
持
ち
込
み
に
疑
惑
」

｛
つ
い
に
勝
負
あ
っ
た
！
」
ー
思
わ
ず
壇
上
で
叫

び
た
く
な
る
衝
動
を
か
ろ
う
じ
て
押
さ
え
た
。

か
け
は
し

桟
市
長
が
「
市
長
と
し
て
は
、
状
況
証
拠
的
な
見

地
か
ら
見
て
行
く
と
、
核
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い

と
、
決
定
づ
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
考

え
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
…
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

．．
 
一
九
九
0
年
三
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で
の
答
弁

は
、
昨
年
五
月
空
母
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
号
水
爆
機
水

没
事
故
発
覚
以
来
、
四
度
に
わ
た
る
議
会
で
の
真
相

追
及
の
さ
さ
や
か
な
到
達
点
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
市
長
は
、
日
本
に
は
国
是
で
あ
る
「
非

核
三
原
則
」
が
あ
り
こ
の
原
則
は
日
米
関
係
の
信
頼

の
証
し
で
あ
り
今
日
で
も
腋
格
に
尊
重
さ
れ
て
い
る

と
信
じ
て
い
る
：
•
と
、
文
部
省
の
教
科
書
的
な
答
弁

を
繰
り
返
し
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
。

佐
世
保
港
に
は
こ
れ
ま
で
、
原
子
力
潜
水
艦
の
度

重
な
る
寄
港
を
は
じ
め
、
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
、
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
‘
加

田
中
正
純

佐
世
保
市
議
会
議
員
（
佐
世
保
軍
問
研
会
員

社
会
党
）

え
て
核
任
務
承
認
済
み
艦
の
入
港
数
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
程
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
市
長
は
、
「
非
核
三
原
則
」
の
熱
烈
な

支
持
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
完
全
に
尊
重
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
は
少
数
派
に
属
す
る
「
信
者
」
で
あ
っ

こ。t
 そ
の
「
確
固
た
る
論
拠
」
（
？
）
が
ゆ
ら
ぎ
始
め

た
の
は
昨
年
九
月
定
例
議
会
で
の
こ
と
で
あ
る
。

平
和
団
体
の
協
力
の
も
と
に
入
手
し
た
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
号
「
航
海
日
誌
」
。
こ
の
核
持
ち
込
み
を
立

証
し
、
検
証
可
能
な
も
の
に
し
た
資
料
は
、
市
長
を

し
て
外
務
省
を
通
じ
真
相
を
解
明
す
る
努
力
を
約
さ

せ
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
、
外
務
省
に
こ
の
真
相
を
解
明
す
る
意
志

は
当
初
か
ら
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
引
き
続
き
の
解

明
要
求
に
外
務
省
は
、
一
米
政
府
に
紹
介
中
」
と
の

う
答
弁
の
繰
り
返
し
に
終
始
し
た
。

米
政
府
は
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
つ
い
に
本
性

を
表
す
回
答
を
日
本
政
府
に
よ
こ
し
た
の
で
あ
る
。

●佐世保

市
長
が
発
言

そ
れ
は
「
（
夕
号
事
故
真
相
解
明
の
）
こ
れ
以
上
の

議
論
は
軍
の
運
用
上
の
政
策
を
危
う
く
し
、
国
家
安

全
保
陣
上
の
利
益
に
悪
影
響
を
与
え
る
…
」
と
い
う

も
の
で
、
核
持
ち
込
み
疑
惑
解
消
に
対
す
る
事
実
上

の
打
ち
切
り
宣
言
で
あ
っ
た
。

米
政
府
の
意
図
は
、
何
の
疑
い
の
余
地
も
な
く
、

核
持
ち
込
み
の
形
を
変
え
た
肯
定
論
と
見
る
べ
き
が

至
当
で
あ
ろ
う
。

市
長
は
、
冒
頭
の
よ
う
に
核
持
ち
込
み
に
疑
惑
を

表
明
し
た
後
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
批
判
を
も
付
言
し

た
。
「
（
不
十
分
な
）
米
政
府
の
回
答
を
受
け
入
れ

る
の
は
、
（
夕
号
の
）
事
故
の
詳
細
、
経
緯
に
適
切

に
答
え
た
も
の
と
は
言
え
ず
、
市
民
は
納
得
で
き
な

い
」
。
基
地
の
増
強
を
積
極
的
に
歓
迎
し
、
自
ら
も

核
抑
止
論
者
と
任
じ
、
非
核
都
市
宣
言
の
推
進
は
反

米
運
動
と
論
破
し
た
市
長
か
ら
初
め
て
発
せ
ら
れ
た

日
・
米
政
府
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。．．
 
こ
れ
ま
で
対
立
点
の
み
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
議

論
が
中
心
だ
っ
た
だ
け
に
、
さ
さ
や
か
な
共
有
点
に

接
し
た
本
会
議
の
論
議
は
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
い

さ
さ
か
な
り
と
も
教
訓
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。

貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
ト
マ
ホ

ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
全
国
運
動
」
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。
（
九

0
•
四
・
一
記
）
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本
紙
第
五
十
号
で
報
告
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
米
陸

軍
は
、
昨
年
、
秋
月
弾
薬
庵
の
弾
薬
の
一
部
を
呉
湾

の
海
上
に
保
管
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
◇
し
か

し
、
こ
の
計
画
は
市
民
運
動
の
敏
速
な
対
応
と
、
自

治
体
議
会
で
の
反
対
決
議
な
ど
の
結
果
、
昨
年
末
ま

で
に
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
・

広
島
・
呉
・
岩
国
」
は
計
画
が
報
道
さ
れ
る
と
す
ぐ

に
、
海
上
保
管
反
対
の
署
名
活
動
を
開
始
、
こ
の
署

名
に
は
短
期
間
の
う
ち
に
七

0
0
0
を
越
え
る
賛
同

が
寄
せ
ら
れ
た
＾
，
ま
た
、
同
運
動
は
議
会
、
自
治
体
、

政
府
へ
の
要
請
行
動
を
精
力
的
に
展
開
し
た
。

一
や
れ
は
、
止
め
ら
れ
る
。
正
当
な
論
理
で
民
衆

が
立
ち
上
か
れ
ば
、
事
態
は
動
く
と
い
う
貴
重
な
体

験
を
し
た
」
と
、
ピ
ー
ス
・
リ
ン
ク
の
仲
間
。

三
月
末
に
は
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
の
真
相
究

明
を
求
め
る
非
核
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
四
月
に
は

海
の
軍
備
撒
廃
国
際
共
同
行
動
と
、
広
島
の
仲
間
た

ち

は

元

気

一

杯

動

い

て

い

る

，

（

編

集

部

）

文
化
的
に
は
む
し
ろ
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
近
い
と
こ
ろ

て
す
（
こ
の
島
で
、
昨
年
お
よ
そ
七
十
人
が
内
戦
で

死
亡
し
ま
し
た
。

こ
の
内
戦
は
、
伝
統
的
な
土
地
所
有
者
た
ち
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

C
R
A
と
い
う
企
業
が
経
営
す
る

世
界
最
大
規
模
の
露
店
堀
り
銅
山
を
封
鎖
し
た
こ
と

に
端
を
発
し
ま
し
た
。
土
地
所
有
者
た
ち
は
、
環
境

破
壊
や
伝
来
の
土
地
へ
の
悪
影
響
を
理
由
に
こ
の
銅

山
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
，

P
N
G
政
府
は
こ
の
反

対
運
動
を
軍
隊
を
投
入
し
て
鎮
圧
し
よ
う
と
し
、
銅

山
付
近
の
村
の
何
千
人
も
の
住
民
を
‘
強
制
移
住
さ

せ
た
り
も
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
こ
の
軍
事
行
動
の
た
め

に、

P
N
G
軍
の
訓
練
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
供
与
な

ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
の
情
報
で

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
供
与
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
機
銃
掃
射
て
約
二
十
人
が
射
殺
さ
れ
て
い
ま

す。
先
月
（
九
十
年
一
月
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

は
P
N
G
政
府
に
対
し
て
「
暴
動
」
を
鎮
圧
す
る
た

め
に
、
さ
ら
に
軍
事
援
助
を
行
う
と
約
束
し
ま
し
た
。

来
年
に
は
軍
事
援
助
額
を
四
一

0

0
万
ド
ル
か
ら
五

――1
0
0
万
ド
ル
に
増
額
す
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
援
助
の
中
に
は
、
マ
ナ
ス
島
の
海
軍
基
地
建

設
計
画
の
た
め
の
資
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
◇
マ
ナ

ス
と
い
う
と
こ
ろ
は
水
深
が
非
常
に
深
く
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
は
日
本
軍
や
米
軍
に
よ
っ
て
使
用
さ

市
民
か
止

弾
薬
海
上

●
呉
ー

ねらつ

新刊パンフレット

生命の海へ
非核・独立の太平洋ベ一シック
二吹ク・マクレラン

ロベティ・セニトウリ

オーエン・ウィルクス

話題の国々
パヌアッ／フィジー／

稟チモール／ペラウ／

ニュージーランド／

カナーキー／タヒチ

ファクト・シート
南洋庁／日本占領／基地／

核実験／；篇，用投棄／

ODA/笹川財団／

遠、年魚秦/NFIP/PCDS

資料
非核憲；去／非核法I
非核地帯条約／

非核独立太平洋憲章／

倉成ドクトリン

伝説

地図・統計

．
 

P
N
G
も
ベ
ラ
ウ
も
フ
ィ
ジ
ー
も
、
い
ず
れ
も
戦

略
的
重
要
地
域
か
ら
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
二
年
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

．
 

．
 

読んで・見て・知る
編集●「生命の海へ」

• 編集委員会
発行●トマホークの配備
を許すな！全国運動

定価●600円
(1 0部以上500円）

尋

目

パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
内
戦

に
介
入
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

c
 

前
号
ま
て

'
|
'
9
9
1
,
i
'
,
'
|
'
’
’

①
ベ
ラ
ウ
／
フ
ィ
ジ
ー

②
カ
ナ
ー
キ
ー
（
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）

．．
 
フ
ィ
ジ
ー
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
、
ベ
ラ
ウ
に
お
け

る
非
核
悪
法
へ
の
圧
力
、
そ
し
て
カ
ナ
ー
キ
ー
（
ニ

ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
）
に
お
け
る
独
立
運
動
内
部
の
分

裂
：
．
と
困
難
な
要
因
は
た
し
か
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
非
同
盟
、
非
核
へ
の
気
運
は

確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
軍
に
バ

ッ
ク
・
ア
ソ
プ
さ
れ
た
フ
ィ
ジ
ー
現
政
権
の
統
治
は

表
面
上
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
水

面
下
に
は
大
き
な
反
対
世
誰
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
十

一
月
、
フ
ィ
ジ
ー
労
働
党
党
首
で
先
の
ク
ー
デ
タ
ー

で
政
権
を
追
わ
れ
た
バ
バ
ン
ド
ラ
博
士
が
ガ
ン
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
葬
儀
に
は
、
全
人
口
六
十
万

の
う
ち
実
に
四
万
か
ら
五
万
人
が
参
列
し
た
と
の

れ
ま
し
た
へ
：
今
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の
港
に
配
備
さ
れ

る
の
は
、
昏
備
艇
だ
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将

来
は
核
搭
載
艦
の
寄
港
地
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
昨
年
、
ア
メ

リ
カ
の
太
平
洋
軍
司
令
官
が

P
N
G
を
訪
問
し
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー
ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
の
機
能
を
一
部

を

P
N
G
に
移
せ
な
い
か
、
と
協
議
し
て
い
る
か
ら

で
す
，

0
3
 

N
5
 

0

2

 

N
5
 

太
平
洋
の
島
々
を
お
お
う
大
国
の
影
③

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
プ
レ
テ
ィ
ン

編
集
者
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
発
一

）

洋

の

。

ァ

平

で

）

＿
一
太
）
部

キ

核

京

集

一

一

非

東

編
-
H
め＿

節
i
)
ナ
八
と
―

妻
．
‘
ミ
一
ま
．

切

＞

セ

月

1
-

綬
二
ら
．

遅
（
か
i

こ
と
で
す
。
野
党
へ
の
支
持
が
極
め
て
高
い
こ
と
を

象
徴
す
る
出
来
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

状
況
は
確
か
に
困
難
で
す
が
、
こ
の
数
年
の
う
ち

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
労
働
党
も
独
立
運
動
も
、
非

核
、
独
立
の
要
求
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
な
ど
の

大
国
が
こ
れ
ら
の
動
き
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

•• 
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
大
国
が
太
平
洋
の
小
さ
な

国
々
と
形
作
っ
て
き
た
関
係
は
、
お
お
む
ね
貿
易
や

経
済
援
助
を
通
じ
て
の
も
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
‘
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
以
下
P
N
G
と
略
）

の
プ
ー
ゲ
ン
ピ
ル
島
で
お
こ
っ
て
い
る
武
力
紛
争
は

も
っ
と
も
不
穏
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
．

プ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
は
P
N
G
の
本
島
か
ら
少
し
離

れ
た
小
さ
な
島
で
、

P
N
G
に
属
し
て
は
い
ま
す
が
、

基
地
を
他
の
場
所
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
戦
力
を
こ
れ
ら
の
地
域
に

分
散
さ
せ
る
こ
と
を
選
択
肢
の
一
っ
と
し
て
い
る
の

で
す
ンさ
ら
に
重
要
な
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
は
「
『
良

い
先
例
』
の
脅
威
」
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
バ
ヌ
ア
ッ

な
ど
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
非
同
盟
を
き
っ
ぱ
り
と
言

明
し
て
い
る
国
々
の
｛
脅
威
」
で
す
r

，
大
国
に
と
っ

て
の
こ
の
1

一
裔
威
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
卒
み

な
が
ら
も
、
太
平
洋
各
地
で
拡
大
し
て
い
く
に
ち
が

い

あ

り

ま

せ

ん

。

●

お

わ

り

ニ
ッ
ク
・
マ
ク
レ
ラ
ン
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（
今
回
）
西
部
諸
州
法
律
財
団

軍
の
環
境
調
査

プ
レ
シ
デ
ィ
オ
陸
軍
基
地
閉
鎖

ill 
II 

梅
林
宏
道

横浜に事務所移転

(

V

最
終
回
）

I点の根
オ、ソ 1ヽ

”‘C忍 1佑灯Iリ
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初
泊
動
は
22
I
J
横
須
賀
で

；
仄
ゃ
ニ
ュ
ー
シ
ー
プ
ン
ト
I
i
J
J
I

'
以
凡
な
こ
に
＂
戸
を
吋
て
一
ヽ
砧

工
t
r，
る
た
め
、
メ
ル
ふ
几
こ
」
＇
口

り
虹
J
い
た
し
か
し
、
I
i
i
百
口

中

朽

m向
の
巾
て
ア
ン
ア
！
中
日

~
い
小
粕
が
詮
い
、
訪
に
日
L
左
山

ヒ
子
る
地
戌
応
市
加
と

11仁
い

の
成
岨
を
済
り
［
ー
げ
る

1
い
こ
、

日

4
へ
の
移
転
が
心
上
ぅ
に

l
t
J
際
コ
ー
デ
ィ
キ
ー
ヌ
ー
川

弘
の
代
表
役
に
直
い
た
畑
リ
，
＂
‘

直
さ
ん
は
宋
兄
ご
勺
、
、
悩

111.

応
設
凶
さ
れ
た
の
け
悩
“
t
i
を

111

9
と
す
る
肛
地
群
を
岱
誠
し
に
巳

り
的
動
を
曲
じ
て
＂
り
＋
の
い
嘉

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
旅

腿
地
と
環
境
そ
の
2

（
前
号
ま
で
）

テ
：
、
マ
と
し
て
定
着
し
た
北
太
平
洋
の
軍
縮

,
'
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
の
国
際
性

P
A
C
E
X
へ
の
関
心

ー
ア
メ
リ
カ
の
湖
」
に
面
す
る
基
地
群

シ
ア
ト
ル
周
辺

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺

コ
ン
コ
ー
ド
海
軍
兵
器
蔽

ア
ラ
メ
ダ
海
軍
航
空
基
地

サ
ン
ジ
ェ
ゴ
周
辺

基
地
と
環
境

工
ベ
レ
ッ
ト
の

N
E
P
A
訴
訟

ウ
イ
ド
ピ
ー
島
の
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー

り
＇
o
ii
wと
柏
因
呵
嗅
認
嵐
を

□'
い
し
こ
い
る
と
話
し
ご
い
る
J

几
円
ゾ
揺
と
し
て
、
ア
ー
フ
、

テ

ィ

3

．ー・

lll、
悩
且
か
い
で
「
じ
．

中
1
1
5
I
d
'
ば
い
ら
な
い
」
を
デ
ー

ぐ
に
~
]
n
H
u

卓
フ4
ー
ラ
ム
と
に
ー
ス

/
、
ー
・
ナ
を
・
エ
化
し
て
い
る
）
柚
叫

臼
教
百
辛
飢
―
,L
の
約
紅
口
入
ゾ
新

H
i
に
口
衛
諒
口
と
こ
へ
ゆ
く

？

芯

国

は

W
中
計
凶
家
の
西
月

m
)
-
C
ん
ど
平
印
行
俎
が
中
心

ド

C
D
S
I
F
l際
i
祁
所
は
横
厄

111屯
比
区
百
陥
町
ニ
ノ
1

ノ

↓

ヽ

C
I
I
4
,
'
5
-J
I
O
l
,
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
お
け
る
反
母
港
化
運
動

の
中
で
も
、
環
境
面
か
ら
の
反
対
が
―
つ
の
中
心
的

な
論
拠
に
な
っ
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は

弁
護
士
や
こ
の
方
面
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
活

動
家
に
会
っ
て
実
状
を
知
る
計
画
を
立
て
た
。

ど
こ
の
国
で
も
弁
護
士
は
忙
し
い
。
日
本
を
出
る

前
に
私
の
希
望
を
伝
え
て
西
部
諸
州
法
律
財
団
の
ア

ン
デ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
マ
ン
弁
護
士
と
二
時
間
ほ
ど
会

う
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
っ
て
お
い
た
の
は
賢
明

で
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
事
務
所
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺

の
反
核
、
反
基
地
、
環
境
保
護
な
ど
の
運
動
の
法
律

上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
る
、
小
さ
い
が

貴
重
な
専
門
家
組
織
で
あ
る
．
リ
ヒ
タ
ー
マ
ン
は
そ

の
事
務
所
の
中
心
弁
護
士
で
あ
り
、
母
港
反
対
運
動

を
伝
え
る
新
聞
記
事
で
、
私
は
そ
の
名
前
を
知
っ
て

い
た
。バ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
地
下
鉄
に
乗
っ
て
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
の
中
心
部
に
お
り
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地

震
で
陥
没
し
た
あ
の
ベ
イ
・
プ
リ
ッ
ジ
の
下
の
海
の

底
を
走
っ
て
い
る
地
下
鉄
で
あ
る
。
事
務
所
の
建
物

を
見
つ
け
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
予
測
し
て

早
め
に
友
人
宅
を
出
た
た
め
、
午
前
十
時
の
約
束
の

時
間
よ
り
早
く
事
務
所
に
つ
い
た
。

女
性
所
長
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
カ
バ
ッ
ソ
ー
が

既
に
部
屋
に
き
て
い
た
。
彼
女
と
初
対
面
の
会
話
を

交
わ
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
事
務
所
の
人
た
ち
が

文
字
通
り
活
動
家
と
し
て
自
終
し
て
い
る
こ
と
が
判

っ
て
き
た
。
弁
護
士
事
務
所
に
あ
り
が
ち
な
特
権
的

な
態
度
は
全
く
無
く
、
む
し
ろ
私
の
方
が
本
当
に
活

動
的
な
人
間
で
あ
る
か
ど
う
か
を
品
定
め
さ
れ
て
い

る
感
じ
で
あ
っ
た
。
彼
女
自
身
、
非
暴
力
直
接
行
動

の
実
践
者
で
あ
っ
た
。

私
は
、
横
須
賀
の
N
E
P
A
訴
訟
を
念
頭
に
お
い

て
、
聴
き
た
い
問
題
点
を
書
き
出
し
て
用
意
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
ア
ン
デ
ィ
ー
・
リ
ヒ
タ
ー
マ
ン
は

そ
れ
を
遮
る
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
哲
学
を
開
陳
し

始
め
た
。
永
年
の
経
験
で
培
っ
た
体
系
を
示
し
て
お

き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
姿
勢
を
正
す
思
い
で
聴
い

た
が
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

太平洋軍備撤廃運動

⑰長
糀舶節
芦[J¥定0:
新事務所は、 「トマ食い虫

社分室」と同じ屋根の下です。

人や便りの出入りもにぎやか

になっ：、反核平和運動の国

際化もいよいよ本格化した感

じ。一緒にやりましょう！

と゚ーズ ウエディング
ATSUGI 

3月25日午後、ャー組の新婚カ

ップルが米海軍厚木碁地近くの公

園で誕生。 80人あまりの友人た

ちの祝福を受け、ゲート前でワル

ツを踊る。このあと二人は非暴力

；直接行動による碁地への侵人に挑
； 

戦、夕刻に成功し、警察の留置所

に3日間拘留された。仙田典子さ

• んとピル・マトラナウスキーさん。
平和運動で出会った二人は、愛と

非暴力の実践で新しい人生に旅立

っ^た。

n
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1
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会計報告

(90 3. 21、4.23) 

し収人」

＼口）削月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収人

会費収入

一維持団体

内［ 維持個人
参加団体

訳 1 参加個人
L通信会員

カンパ収入

行動収入

資料収入

反核ホットライン収人

アンケート調査収入

［文出」

●今月の支出

家賃

水道光熱費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費

資料経費

反核ホットライン経費

アンケート調査経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

1

0

 

0

5

 

8

1

 

4ヽ

0

 

3

8

 
1

,

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

5

0

 

8

0

0

0

5

6

0

 

9

,

0

0

0

0

0

,

'

,

'

 

4

0

2

0

0

0

3

2

2

 

8

5

4

0

0

3

 

2

2

,

'

 

△

5

7

 

1

2

 

259,462 

30, 000 

8, 760 

23,699 

39,231 

16,200 

97, 7 52 

゜゚
゜42,100 
1, 720 

△144,511 

105,489 
△250,000 

N
E
P
A
は
地
球
環
境
の
保
護
に
最
大
の
関
心
を

お
い
た
法
律
で
あ
リ
、
強
制
力
は
な
い
。
勝
つ
こ
と

を
目
指
す
よ
り
も
、
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

出
来
る
点
に
主
要
な
意
味
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
。

実
リ
多
い
運
動
の
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
時
間
が

か
か
っ
て
も
行
政
内
部
に
友
人
を
作
り
そ
の
人
た
ち

が
真
剣
に
勤
く
よ
う
に
慟
き
か
け
る
の
が
よ
い
。
環

境
保
護
庁

(
E
P
A
)
の
中
に
も
海
外
基
地
の
こ
と

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
コ
湾
の
基
地
の
環
境
へ
の
影
響
を

年
代
的
に
追
っ
て
み
る
と
、

1
9
5
0
年
代
に
行
な

わ
れ
た
埋
め
立
て
工
事
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
な
ど
造
船
活
動
に
よ
る
有
害

産
業
廃
棄
物
、
石
油
タ
ン
ク
の
漏
洩
事
故
な
ど
が
あ

っ
た
。
全
国
的
に
高
ま
る
世
論
の
中
で
、
八

0
年
代
に
な

っ
て
米
国
防
省
は
、
全
軍
に
対
し
て
基
地
の
環
境
面

か
ら
の
点
検
を
命
じ
た
。
海
軍
は
、

N
A
C
I
P
(

海
軍
施
設
汚
染
源
の
評
価
と
管
理
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発
足
さ
せ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
海
外
基
地
に
対

し
て
も
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
九
八
六
＼

か
ん
で
い
た
。
ア
ン
デ
ィ
：
，
も
ジ
ャ
ッ
キ
ー
ー
も
具
体
的

5
 
卯
な
協
力
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
日
本
に
帰
っ
た
ら
系

麟
統
的
に
こ
の
方
面
の
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

こ
と
を
痛
感
，
）
、
将
来
の
抱
負
で
元
気
が
湧
い
て
き

号M

竺

第行発日聞
フ
レ
ン
デ
ィ
オ
陸
軍
基
抽
閉
鎖

4
 
年

。，
 

19

軍
備
管
理
調
査
セ
ン
タ
)
'
(
A
R
C
)
の
サ
ウ
ル

石り発
・
ブ
ル
ー
ム
所
長
に
会
う
よ
う
に
奨
め
て
く
れ
た
の

日⑳
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ピ
ス
博
士
で
あ
っ
た
。
こ

1
の
グ
ル
，
＇
，
プ
は
、
母
港
反
対
運
勤
の
清
報
セ
ン
タ
ー

団ー釦
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
市
長
や
議
会

も
含
め
た
地
域
運
動
戦
略
を
立
て
る
役
割
を
果
た
し

軍
の
環
塙
圃
査

の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

八
七
年
に
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
所
謂
ス
ー
パ

ー
フ
ァ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
統
合
さ
れ
た
。

環
境
の
側
面
か
ら
基
地
や
軍
縮
の
問
題
に
取
り
組

む
と
き
、
情
報
公
開
制
度
を
駆
使
す
る
こ
と
が
決
定

的
に
重
要
で
あ
る
。
基
地
周
辺
の
市
民
が
、
直
接
生

活
環
境
に
影
響
す
る
情
報
を
得
る
と
い
う
必
要
性
が

あ
る
し
、
汚
染
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
り
類
似
の
環
境

問
題
が
他
の
基
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た
り
す
る
。
軍
の
持
っ
て
い
る
環
境
調

査
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
重
要
な
出
発
点
に
な

る。
ア
ン
デ
ィ
ー
の
話
の
中
で
何
度
も
ス
ー
バ
ー
フ
ァ

ン
ド
の
話
が
出
た
の
で
二
目
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
一
九
八

0
年
に
成
立
し

た
総
合
的
環
境
対
策
・
補
償
・
責
任
制
度
法

(
C
E

R
C
L
A
)
の
呼
び
名
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ

て
、
化
学
工
業
、
石
油
産
業
な
ど
か
ら
特
別
の
税
を

徴
収
し
、
連
邦
政
府
が
こ
の
資
金
で
直
接
に
大
規
模

環
境
汚
染
に
対
処
す
る
体
制
を
作
っ
た
。
私
企
業
の

環
境
破
壊
の
み
な
ら
ず
、
軍
な
ど
連
邦
政
府
活
動
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
環
境
破
壊
を
、
ス
ー
パ
ー
フ

ァ
ン
ド
を
使
っ
て
復
元
、
阻
止
す
る
活
勤
が
、
米
国

で
は
新
し
い
領
域
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

＊

＊

＊

 

西
部
諸
州
法
律
財
団
を
訪
問
し
て
得
た
も
の
は
、

今
後
の
日
本
の
運
動
に
と
っ
て
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
含

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

彼
は
個
性
の
強
い
リ
ー
ダ
！
で
あ
り
、
「
自
分
の

や
り
方
」
を
も
っ
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾

か
ら
す
べ
て
の
基
地
を
追
い
出
し
て
み
せ
る
、
と
彼

は
断
言
し
た
。
彼
の
言
う
と
お
り
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
水

上
打
撃
団
の
母
港
が
粉
砕
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト
の
入
口
を
ふ
さ
い
で
い
る
巨
大
な

プ
レ
シ
デ
ィ
オ
陸
軍
基
地
の
閉
鎖
も
決
定
さ
れ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
を
母
港
に
し
て
い
る
原
子
力

空
母
の
将
来
に
つ
い
て
も
、
彼
は
楽
観
的
な
見
通
し

を
も
っ
て
い
た
。
エ
ン
タ
ー
＇
プ
ラ
イ
ズ
は
、
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
'
•
ル
の
た
め
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
，

ク
に
移
動
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
を
母
港
に
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
カ
ー
ル
ビ
ン
ゾ
ン
も
、
ブ
レ
マ
ー
，

ト
ン
に
移
る
説
が
あ
る
、
と
彼
は
言
っ
た
。

＊
 

＊
 

＊
 

．
 

こ
れ
ら
の
運
動
展
開
の
中
で
、
環
境
問
題
が
紛
れ

も
な
く
中
心
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

プ
レ
シ
デ
ィ
オ
基
地
の
閉
鎖
問
題
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
最
も
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は

閉
鎖
さ
れ
た
後
、
基
地
を
平
和
目
的
に
使
お
う
と
す

る
と
き
、
基
地
内
を
汚
染
し
て
い
る
有
害
物
質
除
去

の
た
め
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
そ
の
費
用
負
担

を
誰
が
負
う
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
強
力
な
市
民
運
動

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
費
用
が
地

元
に
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
財
政
負
担
の
み
な
ら

ず
、
返
還
後
の
地
元
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
負
担
を

計
算
し
て
地
元
出
身
の
民
主
党
議
員
た
ち
は
強
力
な

プ
レ
シ
デ
ィ
オ
基
地
閉
鎖
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い

た
ほ
ど
で
あ
る
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

の
母
港
中
止
に
引
き
続
い
て
プ
レ
シ
デ
ィ
オ
基
地
閉

鎖
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
軍
の
方
針
に
反
対
し
て
来

た
彼
女
た
ち
を
懲
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
の
説
が

流
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
と
の
本
質
は
そ
ん
な
と
ろ
に
は
な

い
。
軍
が
プ
レ
シ
デ
ィ
オ
を
占
有
し
続
け
て
い
れ
ば
、

汚
染
は
基
地
内
に
留
ま
ら
ず
、
湾
地
域
全
体
に
及
ぶ

に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
基
地
閉
鎖
は
、
環
境
保
護

を
促
進
す
る
と
サ
ウ
ル
・
プ
ル
ー
ム
は
言
っ
た
。

基
地
と
環
境
を
結
び
つ
け
た
運
動
は
比
較
的
新
し

ぃ
．
し
か
し
、
単
に
方
便
と
し
て
環
境
問
題
が
使
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
銘
記
す
べ

り＇
サンフランシスコに近いコ

ンコード海軍兵器蔽。 198

7年9月1日、エル・サルバ

ドールヘの弾薬輸送に抗議す

る座り込みの中で、一人の市

民が列車に軽かれて両足を失

った。その時以来、市民の座

り込みは24時間、 1日も休

まずに続いている。 （記事：

、／’'第52号）
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この東京湾で核事故が起こらな

と誰が断言でき

梅林宏道著「核された核事故」と、

横須賀でのその結末を予測した

「デイピス・レポート」 (1988年）

の読後に走った戦慄が、演劇界の

新しい旗手岡安伸治に筆をとらせ

た。注目の書き下ろし、ここに東

京・横浜公演。 ●、

＾ ^ 
下北沢

ザ・スズナリ

横浜

相鉄本多刺場

閲で：：：：：但仁下乃二座
伊藤イサム 03(316)9496 
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2

1

 ～
 

仁つl', 

平日

土曜日

日曜日

p.m. 7:00開演

p.m.2:00, 7:00閉漏

p.m.2:00のみ

前売■2500円
当日■2800円
心，高校生以下

前売■1800円
当日■2000円

米
）
、
環
境
保
護
等
の
論
理
が
、
人
に
よ
っ
て
強
弱

の
違
い
は
あ
れ
、
全
体
と
し
て
軍
備
撤
廃
運
動
の
論

理
と
し
て
融
合
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
感

こ
た
。こ
の
よ
う
に
漠
然
と
体
で
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来

た
も
の
が
、
お
そ
ら
く
私
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
で
得
た
最
大
の
収
穫
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か

。

（

完

）

き
で
あ
ろ
う
。
反
核
、
軍
事
介
入
反
対
（
と
く
に
中

二
網
集
後
記
―

横
須
賀
で
の
＿
海
の
軍
備
撤
廃
国
際
共
同
行
動
」

の
準
備
な
ど
に
追
わ
れ
て
、
発
行
が
十
日
ほ
ど
お
く

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
＿
反
核
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
だ
よ
り
」
も
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
手
違
い
で
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
わ
び
し
ま
す
。
新
緑
の
あ

ざ
や
か
な
季
節
、
町
を
吹
き
抜
け
る
風
の
よ
う
に
、

こ
の
島
に
も
平
和
へ
の
息
吹
を
生
み
だ
し
た
い
で
す

ね

。

（

た

）

こ
,'ヽ
＇ドメをてま字

。。。
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京
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0
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0
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求ム！ スタッフ、助っ人
●韻集から印刷、発送まで「トマ喰い虫」はすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味ある人、平和運動の新

しい情報に触れてみたい人、イラストやデザインをや

ってみたい人、とにかく何かやってみようと思ってる

あなた！ 大歓迎します。

●発送を手伝ってくれませんか？ 毎月20日直後の日

曜日、トマ喰い虫社分室（東横線日吉駅下下車044-63

-5101)で。次回は

910日（日）午後2時から


